
最⼤電⼒供給の定理
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例）■直流回路のとき
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《最⼤電⼒供給の定理の導出》
負荷インピーダンス 𝑍 𝑟 𝑗𝑥 とすると■交流回路のとき

2𝑟 𝑟 𝑥 𝑥 が最⼩になる条件を求める。
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このとき、回路の合成インピーダンスは
𝑟0 𝑗𝑥0 

∴  𝑍 𝑟  j𝑥 のとき、電⼒𝑃は最⼤となる。

最⼤電⼒供給の定理が成⽴している状態を、
インピーダンス整合
（インピーダンス・マッチング）
がなされていると表現する。


